地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
施設名：グループホーム寿生の家
施設種類：グループホーム　・　小規模多機能型居宅介護施設（該当に○）

デイサービス
日　　時：　R6年　７月　　２５日　　　　１５時～　１６時
会　　場：　寿生苑　会議室
	利用者代表
	０人
	有識者
	１人

	利用者家族
	３人
	高齢者あんしん支援センター職員
	１人

	地域住民の代表
	　１人
	出雲市職員
	０人

	その他（事務長、事務次長、管理者、ユニットリーダー）
	４人


出席者
（人数）
（報告事項）
1、 利用者様状況報告（7月23日現在）
利用者数　：桜棟9名　梅棟9名　（男性2名　女性16名）
　介護度分布：桜棟　　要介護1：3名　2：4名　3：1名　4：1名　5：0名　
梅棟　　要介護1：2名　2：3名　3：3名　4：1名　5：0名　
　　平均介護度：桜棟　1.75　　梅棟　2.25　　　全体平均　2.0　
　　平均年齢　：桜棟90.7歳　梅棟92.3歳　全体91.5歳（最高齢103歳　最年少82歳）
　　待機者　　：27名
　　入退所　　：体調不良で入院されていた（外泊扱い）方が退院された。
　　在所期間　：3ヶ月目～17年9ヶ月目
　　
2、 協力医療機関の追加について
かかりつけは壽生病院で、普段から定期受診し相談員とも情報共有して対応している。しかし、休日や夜間は対応が困難となるので、定期的にICTを活用して出雲市民病院と診療情報の共有をして、病状急変時に協力体制が取りやすくなる。
～事務次長より～
介護保険が4月より、協力医療機関とのつながりを深めるような方向で変更となった。3か月に1回の情報共有のための会議を持ち、急変時などに対応しやすい体勢を取れるようにする。3月までは100単位／月、来年度からは40単位／月の加算がつくようになる。また、感染対策向上加算という感染症に対する協力や研修参加、施設への看護師が指導のための訪問依頼もできるなどもある。こちらは10単位／月の加算がつく。少し負担は増えることになるが、ご理解いただきたいと思う。
市民病院の協力が得られることになると、利用者様もご家族もそして職員の安心感につながると思っている。
３、食事提供について
　別紙資料あり
　7月1日よりモルツウェル（株）と契約して食事提供が始まっている。モルツウェルでは主菜、副菜2品の購入となる。事前に調理されて真空パックされたおかずが冷蔵の状態で届き、それを温め調理をして提供している。ご飯やお粥、刻み食、ミキサー食なども現場で対応する。乳製品のカルシウムやビタミン補給の果物などは現場で考えて追加して買い物をして提供している。
食材は、畑で採れたじゃがいもや玉葱などの野菜も使っているが、ご家庭での畑などでできた野菜や果物などを提供いただいており、バリエーションに富んだ食事が提供できているのではないかと思う。
デイサービスではシルバー人材センターから毎日1名ずつ来ていただき昼食準備をお願いしているが、グループホームは3食職員が頑張って準備して提供している。利用者様にも食材を切ったりしていただいている。
食事はバイタルパワーですが、同時に楽しみでもある。生きていくにも大事な部分なので、きちんと提供できるよう寿生苑の栄養士さんなどにも相談していきたい。
また、時季的に食中毒の心配もあるので、調理時の手などの消毒、調理方法など適宜情報を得ながら安全な食事ということにも十分気を遣っていいきたいと思っている。
４，行事・活動について
　7月７日　　七夕会
　　　　　　　昼食の主食をそうめんにして、いろいろなものをトッピングして食べていただいた。午後のお茶会では七夕ゼリーを作っておいて見た目でも楽しんでいただきながら昔の話を聞いたり、歌を歌ったりした。
　８月３０日　花火大会
　　　　　　　例年通り夕食後、暗くなるのを待って施設前で行う予定にしている。
　
通常の活動　普段の家事作業、壁画づくりとして折り紙、切り紙、貼り絵など、塗り絵、おやつ作り、風船バレー、歌、料理、買い物など
　　　　　　体操はラジオ体操や棒体操、嚥下体操、そして寿生苑のリハビリ専門職の方から指導された個別の機能訓練なども行っている。やはり、身体を動かさないと脳が受ける刺激も減り、認知症も進行するのではないかと感じている。できる限り続けていきたいと思っている。
　
５，感染対策等について
・一般的に感染の拡大があるようだが、利用者様に発熱や風邪症状などは見られず、問題なく生活されている。
・面会は症状のない方は居室にて15分間2名まで可能となっているが、一般的な情勢もふまえ人数等に関してもケースバイケースで対応している。
・利用者様の外出希望も出る様になったので、こちらもケースバイケースで対応している。
　　　職員　　　
・一般にもコロナ感染の話を耳にするので、引き続き基本的な感染対策は継続している。
・常時体調チェックして、体調に異変があれば無理に出勤しないようにしている。まず感染を施設内に持ち込まないよう努力している。
６，意見交換
＜事＞食事の業者が変わるという、現場にとってはとても大きな問題だったが、通常の業務をしながら食事の準備も行い、順調に食事の提供がされていることは本当に頑張っておられると思う。食中毒にも十分注意して提供してほしいと思う。写真を見るとおいしそうな食事が出来ていると思うが、利用者様が調理に関わられる機会は増えたのか？
＜管＞以前は副菜の一品を作る程度だったので、すぐに終わるような調理だったが、最近はキュウリやじゃがいも、なす、トマト、スイカ、味瓜などたくさん野菜をいただくので、切ったりする量も増えているので、利用者様の活躍の機会は増えたと思う。
＜あ＞色取りも考えて美味しそうな食事が提供されていると感じる。食事の内容が変わって、利用者様の食事摂取量に変化はあったか？
＜管＞基本、良く食べておられるが、人によっては味付けの好みで良く食べられるようになった方も少しずつ残されるようになった方もある。モルツウェルのほうが味付けがしっかりしているようで、濃い味を好む方が良く食べられている。デイの方の写真は器が良いので見栄え良く見えると思うが、
＜有＞以前、体制が変わったために看取りが出来ないとのことだったが、市民病院との連携がとれれば看取りができるのか？
＜管＞看取りを行う場合、最終的には受診に行けないので往診体制を取ってもらっていた。市民病院と連携を取るようになっても往診はされないので、看取りの体制を取る事は難しい。
＜家１＞管理者さんと話しをしたが、義母の食事量が減ってきている。今後、どう対応するのか毎日家族会議をしている。最後は自宅へ連れて帰って家族で看たいという気持ちもあるが、この暑さなので移動するだけでも本人は疲れるのではないかとも思う。このまま施設でお願いして何かのタイミングで病院へお願いするほうがいいのか？となかなか結論が出ない。
＜管＞家族が看護師と介護職という介護力があればご本人も嬉しいのではないかと思う。在宅のサービスも使いながら看取るということは素晴らしいと思う。一時、ご本人様も食事が1～2割という状況で高カロリーの栄養補給もしていたので、どのタイミングで病院へ相談をするか…と考えていた。今後のご本人の状況を踏まえて相談しながらいきたいと思う。
＜家２＞マイナンバーカードをどれくらいの方が作っておられるか？今後、保険証が変わったらどうなるのか？
＜管＞まだ、おそらく4名程度ではないかと思う。毎回受診に付き添われる方がマイナンバーカードで受付されているが、その他の方は何もされていない。実際、どうしたら良いのか困っている。しかし、入所の施設は同様の悩みを抱えていると思う。カードを預かれないし、暗証番号も聞けない。すべての情報が把握されているわけではないので、何をどう考えていいいかわからないので考えていない。何らかの政策を待ちたいと思っている。
＜家３＞いつも良くしてもらっており何も言う事はない。感謝している。
＜地＞変わった見かけのグランドペチカ（別名デストロイヤー）など自分が作った野菜を持参して、食べてもらって良かった。また何か協力出来る事があればしたいと思う。
＜管＞“デストロイヤー”という変わった見かけのじゃが芋は利用者様との話題にもなった。ポテトサラダになったりしておやつや食事の一品になっていた。感謝している。
＜次＞介護をしながら食事提供を頑張ってもらっていると思う。6月のうちに事前に食事提供のシミュレーションをしたことで比較的スムーズに導入できたのではないかと思う。実際には保健所とも連絡を取っているが、グループホームもデイサービスも規模的に届け出などの対象になっていない。しかし、食中毒予防など衛生面も考慮しながら引き続き安全な食事提供できるよう協力していきたいと思っている。
＜リ＞施設内を冷房していても食欲が落ちたりする方もある。トマトなどの夏野菜を喜んで食べられるので、提供いただいて感謝している。キュウリなどは粕漬にしたので、後日食べていただこうと思う。職員も体調管理しながら頑張っていこうと思う。
＜管＞デイサービスの方は現場の職員だけで食事を提供することは難しいので、シルバー人材センターから一人ずつ来てもらっている。デイは食事を楽しみに来られる方や食欲旺盛な方もあるので、見栄えも良く、満足していただける食事を提供して、選んでもらえるデイであるよう頑張っている。お忙しい中お出かけいただき感謝している。今後も利用者様がお元気に過ごせるよう、きちんと食事の提供や健康管理などを行っていきたいと思う。
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